
物 件 名 中村昭子様邸新築工事【解体後調査】

調査場所 埼玉県さいたま市北区吉野町2-215-23

地 盤 調 査 報 告 書
スウェーデン式サウンディング試験(JIS A 1221 : 2002)

アースダイブ株式会社



◆ 調 査 概 要

◆調査地案内図

出典：国土地理院発行1/25,000地形図「大宮」「川越」に一部加筆

小規模建物建築工事においては、敷地の地盤状況を的確に把握し、建物部分の構造と地盤特性に合った適切な地盤工事

を施すことが大変に重要です。そのためには、あらゆる角度から地盤に関する情報を収集し、基礎仕様について総合的多角

的な検討をしなければなりません。

一般的には「地盤調査＝機械調査によって数字的なデータをとる事」と考えられがちですが、本来は当該地域の形状や

周辺地域における過去の調査資料、あるいは建築予定地周辺に見られる軟弱地盤の兆候等、地盤に関する様々な情報を把

握した上で、スウェーデン式サウンディング試験(JIS A 1221)等の機械調査を適切に実施することとされています(「建築

基礎設計のための地盤調査計画指針」日本建築学会)。

t.fukudo@gmail.com 　　　　　　　　　　

調 査 件 名 ：

調 査 場 所 ：

調 査 日 ：

中村昭子様邸新築工事【解体後調査】

考察者：福土琢磨　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〒170-0002東京都豊島区巣鴨1-11-2 巣鴨陽光ハイツ215号

TEL 03-5981-9590　FAX 03-5981-9589　　　　　　　　　

アースダイブ株式会社      　　　　　　　　　　　　　

調 査 項 目 ：

調 査 担 当 者 ：

埼玉県さいたま市北区吉野町2-215-23

平成25年7月16日(火)

スウェーデン式サウンディング試験(JIS A 1221)

吉川芸生,和田聡法

調査位置
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■ □ □ S造 □

2 階 , 20 , [ 一部

■ □ □ □

KBM = SGL mm , mm □ ■ [ ]

※上記建物条件は、 [ ■ , □ ]

[ ]

[ ]

[ ]

[ ] [ ]

■ □ □ [ ]

□ ■ 0.75 ～ ｍ 年 □ 不明

■ □ ～ ｍ □

■ □ ～ ｍ 年 □ 不明

■ □ ～ ｍ

--- №3周辺転圧管理必要

井戸周辺部は十分な転圧管理を施した上でのべた基礎採用が必要です。

1.50無 経過年数

経過年数

有 ,

有 ,

既存時№2,3で軟弱部を確認しましたが、今回の調査により局所的な分布と判定しました。

既往盛土

新規盛土

既存擁壁

不明

無 有 ,

20

①盛　　　土：層厚0.75～1.50ｍ程度と想定しました。既存時№2,3で自沈層を伴いますが、局所的な分布と判定しました。

● 考　　　 察

無

[根  拠] 

上記結果より、井戸周辺部に対する転圧管理を条件にべた基礎採用が可能と判定致します。

新規擁壁 高さ

有 , 高さ無

[判  定] 

平坦部 地   質：

厚さ

厚さ

べた基礎(20kN/ｍ2)

調査地の地盤は下記3層から構成されていると想定しました(P.3～4参照)。

②ロ　ー　ム：安定地盤です。顕著な自沈層を伴いますが、その土質の性質上沈下に対する安定性は高いと判定しました。

③砂　質　土：安定地盤です。高回転層部を砂質土に分類しました。

※ 積雪荷重、基礎根入れ深さは建設予定地の法令・条例などに拠る適切なものとしてください。

※ 盛土,擁壁新設などの人工改変が行われた場合、地盤判定の再検討が必要となりますので事前に担当者までご連絡ください。

地  盤  調  査  審  査  書

建設会社

物件名称

物件住所

計画建物

建物詳細 考察担当者

アースダイブ株式会社

平成25年7月16日(火)

吉川芸生,和田聡法

 ボーリング試験  平板載荷試験 調 査 方 法

 地 形 地 質

 地　   　歴

 造 成 履 歴

古河林業株式会社

埼玉県さいたま市北区吉野町2-215-23

kN/m2 kN/m2 ]

軽量鉄骨  未定

中村昭子様邸新築工事【解体後調査】

調査担当者

審査実施日 平成25年7月20日(土)

福土　琢磨

一級土木施工,地質調査技士,住宅地盤調査主任技士

総　合　地　盤　判　定　結　果

建物無 解体後更地建物有既存建物

地盤調査会社

調査実施日

木造

基礎形状

設計GL,根入

考察者資格べた 布基礎 独立基礎 その他

-300 -190根入れ

布　基　礎

独　立　基　礎

地盤改良
杭基礎

そ　の　他 kN/ｍ2

20

ローム層の分布エリアであり、べた基礎採用が可能と判定致します。

既存時№2,3で軟弱部を確認しましたが、今回の調査により局所的な分布と判定しました。

井戸周辺部は十分な転圧管理を施した上でのべた基礎採用が必要です。

小　口　径　鋼　管　工　法      

P C  ,  R C 杭

そ  の  他  認  定  工  法　[　　　　　]

ベ 　タ　基　礎

追加調査

kN/ｍ2

kN/ｍ2
直接基礎

●

kN/ｍ2

地   形： 台地[上位面]

 その他

● 判 定 根 拠

予定 決定

kN/ｍ2

表　層　地　盤　改　良　工　法　

湿　式　柱　状　改　良　工　法　

【 特記事項 】

[留意点]

20年以上

□ SWS試験

経過年数

既存建物解体直後

人工地盤及び洪積層ローム
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◆ 簡易沈下解析

SGL -300  mm

-190  mm

有

有②基礎の底部から、下方2.0ｍを超え、5ｍ以内の距離にある地盤に0.5kN以下で自沈する層は

調査名称 中村昭子様邸新築工事【解体後調査】

下部断面

年 月 日

上部断面

調 査 地

5-4-1-3-2 断面 【既存】

KBM=

作 成 者

埼玉県さいたま市北区吉野町2-215-23

①基礎の底部から、下方2.0ｍ以内の距離にある地盤に1.0kN以下で自沈する層は、

根入=福土　琢磨

4-5-1-2-6-3 断面

平成25年7月16日(火)

№1

安 定 不安定 貫入不可

回転層

自沈層

①盛 土

№2,3の分布範囲の特定が必要

②ローム

安定地盤と判定。

顕著な自沈を伴いますが、

土質の性質上、沈下に対する

安定性は高いと判定しました。

③砂質土

安定地盤と判定。

高回転層を砂質土に分類。

べた基礎選定を検討

の場合には、解体後

再調査により、その

分布範囲の特定が必要

です。

№2

№3№5

№4既№5 既№1

既№2
既№3

№6

既№4

①盛 土

転圧管理必要

②ローム

安定地盤と判定。

顕著な自沈を伴いま

すが、土質の性質上、

沈下に対する安定性

は高いと判定しました。

③砂質土

安定地盤と判定。

高回転層を砂質土に分類。
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◆ 地盤の許容応力度[qa]

※Nsw≧150は異常値として除外

地盤高
KBM[mm]

根入れ
[mm]

支持地盤
GL[mm]

備　考
地盤高
KBM[mm]

根入れ
[mm]

支持地盤
GL[mm]

備　考

既存№1 KBM=SGL -300 460 -190 -350 べた基礎 №1 KBM=SGL -300 300 -190 -190 べた

既存№2 KBM=SGL -300 490 -190 -380 べた基礎 №2 KBM=SGL -300 240 -190 -130 べた

既存№3 KBM=SGL -300 490 -190 -380 べた基礎 №3 KBM=SGL -300 180 -190 -70 べた

既存№4 KBM=SGL -300 460 -190 -350 べた基礎 №4 KBM=SGL -300 330 -190 -220 べた

既存№5 KBM=SGL -300 410 -190 -300 べた基礎 №5 KBM=SGL -300 350 -190 -240 べた

№6 KBM=SGL -300 200 -190 -90 べた

既存№1 適用 既存№2 適用 既存№3 適用 既存№4 適用 既存№5 適用

30 〇 15 〇 15 〇 34 〇 34 〇

30 〇 15 〇 7 〇 22 〇 32 〇

42 ○ 22 ○ 15 ○ 22 ○ 30 ○

37 ○ 22 ○ 22 ○ 32 ○ 30 ○

34 〇 22 〇 39 〇 37 〇 39 〇

30 〇 30 〇 34 〇 32 〇 37 〇

30 〇 30 〇 32 〇 30 〇 30 〇

32 〇 30 〇 30 〇 22 〇 30 〇

33.1 べた 23.3 べた 24.3 べた 28.9 べた 32.8 べた

№1 適用 №2 適用 №3 適用 №4 適用 №5 適用 №6 適用

70 〇 34 〇 22 〇 15 〇 22 〇 30 〇

42 〇 46 〇 61 〇 39 〇 44 〇 37 〇

39 ○ 39 ○ 37 ○ 37 ○ 30 ○ 39 ○

34 ○ 34 ○ 22 ○ 37 ○ 37 ○ 37 ○

37 〇 30 〇 22 〇 42 〇 39 〇 30 〇

32 〇 30 〇 30 〇 37 〇 32 〇 30 〇

30 〇 30 〇 30 〇 34 〇 30 〇 30 〇

30 〇 30 〇 30 〇 30 〇 30 〇 32 〇

39.3 べた 34.1 べた 31.8 べた 33.9 べた 33.0 べた 33.1 べた

支持力判定

39.3 kN/ｍ2

23.3 kN/ｍ2

31.6 kN/ｍ2

基礎下0.75ｍ

基礎下1.00ｍ

基礎下1.25ｍ

基礎下0.25ｍ

基礎下0.50ｍ

基礎下0.75ｍ

支持力判定

基礎下0.50ｍ

基礎下1.75ｍ

MIN[最小値]

　　　　　　　　　　          　qa>120は異常値として除外する

　　　　　　　　　　　          ○：正常な値として支持力計算に利用した

OK(qa≧20)

×：異常値として支持力計算から除外した(盛土内混入物と想定される値、または表層掘削部)

OK(qa≧20) OK(qa≧20) OK(qa≧20) OK(qa≧20)

OK(qa≧20) OK(qa≧20) OK(qa≧20)

AVERAGE[平均]

基礎下1.50ｍ

基礎下1.75ｍ

基礎下2.00ｍ

average

OK(qa≧20)

MAX[最大値]

基礎下0.25ｍ

調査方法：

物 件 名：

支持力式：

スウェーデン式サウンディング試験(JIS A 1221 - 2002)

中村昭子様邸新築工事【解体後調査】

OK(qa≧20)

　　　　　　　　　　　　 [国土交通省告示第1113号(3式)の変形式]---住宅地盤品質協会推奨式

OK(qa≧20)

高さ基準
[mm]

average

高さ基準
[mm]

基礎下1.25ｍ

基礎下1.50ｍ

基礎下1.00ｍ

基礎下2.00ｍ

NswWswqa 6.030
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◆ 換算Ｎ値分布図 EARTH DIVE

スウェーデン式サウンディング試験 (JIS A 1221 - 2002) 調 査 名 中村昭子様邸新築工事【解体後調査】

調査地住所 埼玉県さいたま市北区吉野町2-215-23 測 点 数 5測点(既存建物有) + 6測点

年  月  日 平成25年7月16日 ～ 平成25年7月16日 水　　位 GL- 4.75 ｍ

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

0 3 6 9 12 15

換 算 Ｎ 値

既存№1 既存№2 既存№3

既存№4 既存№5

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

0 3 6 9 12 15

換 算 Ｎ 値自沈範囲 回転範囲 自沈範囲 回転範囲

良好な測点

顕著な自沈層が確認された測点

障害物により試験続行不可
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～ データシート ～
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◆ 調査位置図 ( ポイント配置図 )
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【既存時調査】
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【既存時調査】
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【既存時調査】
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【既存時調査】
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【既存時調査】



～ 巻 末 資 料 ～
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◆ 既 存 資 料 調 査

SSデータ ■あり　　  □なし ボーリングデータ ■あり　　  □なし

地形図　　　 ■あり　  　□なし 旧地形図 ■あり　  　□なし

地形分類図    ■あり　  　□なし 表層地質図                    ■あり　  　□なし

　■平坦部　□中腹　□裾部　□その他(     )

　■水路・河川なし　□水路・河川あり

出典：国土地理院発行1/25,000土地条件図「大宮」「川越」に一部加筆

地形観察

周辺地形 地形区分

地形位置

水路・河川

　□丘陸地　■台地　□段丘　□平坦化地　□崖錘

　□扇状地　□扇状地性低地　□自然堤防　□砂州　□砂丘

　□後背湿地　□谷底低地　□氾濫平野　□旧河道　□三角州　□湿地　□海岸平野

　□干拓地　□盛土地　□埋立地　□浅い谷　□斜面　□人工地盤　□その他(     )

既存資料

周辺調査データ

地図データ

地形・地質データ
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